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淡路島ゼロイチコンソーシアム

2021年9月に設立、産官民学金連携プロジェクト

・社会性のあるテーマに沿ったプロジェクトを立ち上げ、各専門家が伴走して事業を推進

・現在6社が参画している

・民間企業と連携し、域学連携の取り組みを深化

「若者が地方で働くことに憧れを抱くきっかけづくり」を掲げ、

島内外の多様なプレーヤーが連携して、淡路島での事業創出や関係人口の増加を目指す

→洲本市で10年続いてきた「域学連携」のさらなるステップアップを見据え、

淡路島クエストカレッジを立ち上げ

淡路島ゼロイチコンソーシアムとは

目的とビジョン



淡路島クエストカレッジ

2023年4月スタート

淡路島・洲本市を舞台に、

大学生や若手社会人が地域課題に挑戦する実践型の学びの場。

参加者は、未知なる世界で、新しい価値観を知ったり、自身の能力に気づく

地域も取り組みを通して、事業促進や課題解決に繋がるヒントを得る

冒険する「地域」と冒険する「人」を育てる

淡路島クエストカレッジとは

目的とビジョン



淡路島クエストカレッジとは



淡路島クエストカレッジとは



洲本市域おこし協力隊

藤田 美沙子
洲本市地域活性化起業人
（株）ワークアカデミー

重乃 遼子

淡路島クエストカレッジとは



プログラム実施日 参加人数 内容

2024年4月11日 22人
淡路信用金庫新入社員研修
洲本市街地の活性化を考えるプログラム

2024年6月1日 48人

龍谷大学スタディツアー

海洋ごみ削減プロジェクト」さんぽdeごみ拾い体験、課題解決

提案プログラム

2024年9月18日〜
11月27日

11人
シェアホースアイランドファンづくりのためのイベント企画・

運営プログラム

2024年11月2日〜
12月14日

24人
（うち6名一般募集）

インバウンド観光企画提案プログラム（一般募集1名）

洲本市へのインバウンド観光客誘致に向けた企画提案

2025年2月13日〜
3月18日

6人
（うち1名一般募集）

地元企業（森の木ファーム株式会社）の

事業インタビュー＆コラム化プログラム

2025年3月15日 9人 地質学モニターツアープログラム

現在募集中 5名予定 淡路島カレッジ事務局サポーター

今年度はのべ120人が参加、2023年度と合わせてのべ356人が洲本市に関わっている

淡路島クエストカレッジ2024年度プログラム



事業実績 淡路島クエストカレッジ

2024/4/11 淡路信用金庫新入社員研修

参加人数：22名

淡路信用金庫新入社員研修、22名が参加した。「洲本市の地域活性化を考える」をテーマとし、

チームに分かれて洲本市街地内で地域の人へヒアリング。

各チームで考えた地域活性化案をプレゼン形式で発表した。



事業実績

淡路島クエストカレッジ

2024/6/1 龍谷大学スタディツアー

参加人数：48名

龍谷大学制作学部の1年生を対象に、48名が参加。

株式会社海空と連携し、海ごみ削減プロジェクト「さんぽdeごみ拾い」を実際に体験し、

“若者にもっと参加してもらうには？”をテーマにチームでディスカッションし、提案した。



事業実績

淡路島クエストカレッジ

2024/9/18〜11/27 武庫川女子大学シェアホースアイランドイベント企画プログラム

参加人数：11名

武庫川女子大学との大学連携プログラムで、11名が参加。

山下さんが運営するシェアホースアイランドのファン獲得を

ミッションに、イベントを企画し、情報発信を行った。イベント当日には6名が参加した。



事業実績

淡路島クエストカレッジ

2024/11/2〜12/14 インバウンド企画提案プログラム

参加人数：24名

武庫川女子大学との大学連携プログラムに合わせて、初の個人募集を試みた。

SNSでの広報発信を行い、うち6名が個人募集型で応募した。

洲本市へのインバウンド誘致を増やすには？をミッションに、

三ノ宮と洲本市街地でフィールドワークを行い、提案プレゼン。全40時間のプログラム。



事業実績

淡路島クエストカレッジ

2025/2/13〜3/18森の木ファーム事業インタビュー＆コラム化プログラム

参加人数：6名

武庫川女子大学との大学連携プログラム。6名中1名が個人募集で参加。

森の木ファーム株式会社の様々な事業を、担当者へインタビューし

WEB記事を作成するプログラムで、プロライターの宗和さんに講座を依頼。

プロから教わったコツを用いて、記事を書き上げた。4月上旬に、森の木ファームさんのホームページに掲載予定。



事業実績

淡路島クエストカレッジ

2025/3/15 "地質学"でひも解く——淡路島モニターツアープログラム

参加人数：9名

日本大学地球学部に所属する大学生と、“地質”をテーマにした

モニターツアーを企画し、開催した。9名が参加。

新たな観光資源としての可能性と、今後も継続してツアーは開催予定。



洲本木匠塾について

洲本木匠塾

2024年夏にスタート、今年本格稼働をはじめた

・特徴は、専門性の高い大学生による実践的な活動をすること

建築に関するノウハウが地域に蓄積されるだけでなく、

継続的な地域との関わりが生まれることで、持続可能なまちづくりにもつながる

・その中でも岐阜県中津川市加子母で30年続く「加子母木匠塾」が、

初めて他地域で活動を展開する試み

目的

学生が、地域（洲本）と地域（加子母）を繋げて活動する取り組み

・木匠塾は、全国の建築学を学ぶ学生で構成している学生団体

・今年度は約30人が関わっている



洲本木匠塾の活動の様子



洲本木匠塾の活動の様子



継続的な収益化が難しい。官・学・民三方良しになるには？

約2年間取り組む中で感じる課題感
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